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LAN皿Sムf蝸SSデｰタのカラｰ合成

LANDSATデｰタからある地域のモザイク映像を得ようとするとき

デｰタ収集の目および年度祉異なるものを使用し低けれぱならない.

目および年度秘異なることによって大気の条件目射条件も異な回

とくにカラｰ合成の場合そのままでほ同一の発色状態を期待すること

は不可能なのは当然である(本文7頁).この点写真処理による調整

を必要とする.

表紙写真はID-No.1112→1123(72.11.12土佐湾)および同1167-

01175(73･1･6豊後)のMSSデｰタの接合によるモザイクを示した

ものである.上の左右は入手したフイルムデｰタの特性そのままを

維持して合成された写真によるモザイクであり下ほ右の(写真入手法

フィルムデｰタの特性そのまま)に合せて左の階調特性の鰯整が行なわ

れたものである(松野久也､�


